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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２６年９月１８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 平成２６年３月１１日 １６時２０分ごろ 

発生場所 長崎県対馬市長崎県美津島港南防波堤 

 長崎県美津島港南防波堤灯台から真方位２３９°８０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１８.５′ 東経１２９°２３.６′） 

事故調査の経過  平成２６年３月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 ３３幸
こう

心
しん

、９.１トン 

 ＮＳ２－１６９８２（漁船登録番号）、個人所有 

 １４.７７ｍ（Lr）×３.４６ｍ×１.１１ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、２５０.０７kＷ、平成元年５月２１日 

 第２９０－４５４６６号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５４歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免 許登録日 平成４年６月１１日 

  免許証交付日 平成２４年１０月１６日 

         （平成２９年１０月２３日まで有効） 

 死傷者等 軽傷 １人（船長） 

 損傷 船首部に圧壊等 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、平成２６年３月１１日０１時３０

分ごろ対馬市三浦湾漁港を出港し、餌のするめいかを釣った後、長崎

県対馬の下島と長崎県壱岐市壱岐島の中間にある七里ケ曽根と呼ばれ

る漁場に到着した後、夜明け過ぎから船流しによるまぐろ一本釣り漁

を始めた。 

船長は、潮上りを繰り返して漁を続けたが、釣果がなかったので、

１４時３０分ごろ三浦湾漁港へ帰るため、ＧＰＳプロッターで三浦湾

の入口付近を目標として自動操舵により、約１０.５ノットの対地速

力で北進した。 

 船長は、未明に出港して寝ていなかったので、居眠りしてはいけな

いと思い、操舵室に立って操船に当たり、１６時００分ごろ携帯電話

で友人と話し、それまで眠気を感じていなかったが、いつしか居眠り
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に陥り、本船は、１６時２０分ごろ長崎県美津島港南防波堤（以下

「本件防波堤」という。）の東端付近に衝突した。 

 船長は、立っていたので、衝突の衝撃で操舵室前部の計器類に胸が

当たり、反動で後方に飛ばされ、後頭部を強打し、後頭部に裂傷を負

った。 

船長は、後頭部の痛みで目を覚まし、機関を後進として本件防波堤

から離れ、自力で定係地に戻り、救急車を呼んで病院に向かった。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 西南西、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 その他の事項 

 

 本船は、接近警報付きレーダーを使用中であったが、同警報を利用

していなかった。 

船長は、本業が主に養殖であり、まぐろ漁をたまに行っており、眠

気を感じていなかったものの、出港が早かったので、睡眠不足を自覚

していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、三浦湾漁港南方沖を同漁港へ向けて自動操舵で北進中、操

船中の船長が居眠りに陥ったことから、本件防波堤に向けて航行し、

本件防波堤東端付近に衝突したものと考えられる。 

 船長は、未明から操業を行い、睡眠不足であったことから、居眠り

に陥ったものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、三浦湾漁港南方沖を同漁港へ向けて自動操舵で

北進中、操船中の船長が居眠りに陥ったため、本件防波堤に向けて航

行し、本件防波堤東端付近に衝突したことにより発生したものと考え

られる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・長時間操業した場合、疲労の蓄積が考えられるので、無理をせず

に適度な休息をとること。 

 ・睡眠不足を自覚している場合、操船中には、窓を開けて外気に当

たったり、声を出したり、身体を動かしたりするなどして居眠り

防止を図ること。 
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付図１ 事故発生経過概略図 

 


